
2006年出土の木簡

世
紀
か
ら

一
人
世
紀
中
葉
ま
で
が
井
戸
の
使
用
期
間
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
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釈
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上
部
に
切
り
込
み
を
も
ち
、
下
に
向
か
っ
て
幅
を
狭
め
て
い
る
。
下
端
は
欠

損
す
る
。　
一
面
に
宛
先
と
み
ら
れ
る
墨
書
が
あ
り
、
反
対
面
に
も
墨
書
が
あ
る

が
判
読
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
判
読
で
き
る
宛
先
の
書
か
れ
た
面
を
表
と
考
え

て
お
く
。
屋
敷
地
に
納
入
さ
れ
た
物
資
に
付
属
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な

み
に
、
「吉
田
藩
士
屋
敷
図
」
中
に
は
永
浜
姓
を
見
い
だ
せ
な
い
。

吉
田
城
址
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
城
内
の
三
の
九
に
所
在
し
た
井
戸
か
ら
近

世
の
木
簡
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。
こ
ぢ
ら
は
現
在
報
告
書
作
成
に
向
け
た
整

理
作
業
の
途
中
の
た
め
、
時
期
を
改
め
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
浜
松
市
西
区
志
都
呂
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
七
月
～
二
〇
〇
七
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
①
浜
松
市
文
化
振
興
財
団

・
浜
松
市
文
化
財
担
当
課

４
　
調
査
担
当
者
　
川
江
秀
孝

・
仲
川
美
津
保

・
鈴
木
彼
則

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
湿
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
前
期
～
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

東
前
遺
跡
は
、
浜
松
市
南
西
部
の
埋
没
砂
丘
を
含
む
海
岸
低
地
に
立
地
す
る
。

東
西
に
長
い
埋
没
砂
丘
の
北
側
に
は
台
地
が
せ
ま
っ
て
海
蝕
崖
を
な
し
て
お
り
、

遺
跡
は
そ
の
崖
直
下
の
第

一
砂

丘
と
呼
ば
れ
る
最
も
古
く
形
成

さ
れ
た
砂
丘
上
に
位
置
す
る
。

砂
丘
の
南
は
、
浜
名
湖
に
連
な

る
大
規
模
な
列
間
湿
地
で
あ
る

が
、
当
地
区
の
す
ぐ
南
に
は
、

流
路
を
挟
ん
で
小
規
模
な
中
洲

状
の
微
高
地
が
存
在
す
る
。
遺

跡
は
微
高
地
や
そ
の
周
辺
の
湿

(浜 松)



地
に
ま
で
広
が
る
。

発
掘
調
査
は
微
高
地
を
中
心
に
実
施
し
た
。
遺
構
は
耕
作
な
ど
に
よ
る
攪
乱

の
た
め
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
遺
物
は
縄
文
時
代
前
期
か
ら
近
世

ま
で
の
も
の
が
出
土
し
た
。
特
に
弥
生
時
代
中
期
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の

遺
物
が
多
く
、
土
器
や
木
器
な
ど
の
遺
物
は
、
湿
地
へ
の
落
ち
際
で
多
く
出
土

し
た
。

木
簡
は
、
砂
丘
と
微
高
地
と
の
間
の
流
路
底
面
か
ら
、
人
世
紀
後
半
の
木
製

人
形
や
土
器
と
と
も
に
、
幅

一
ｍ
ほ
ど
の
帯
状
を
な
し
て
出
土
し
た
。
木
簡
は

一
点
の
み
で
あ
る
が
、
「孫
足
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
共
伴
し
、
ま
た
、

微
高
地
南
側
の
湿
地
で
も

「長
女
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
出
上
し
た
。
二

点
と
も
、
須
恵
器
の
無
台
杯
舅
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
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□
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若
日
下

マ
足
石
十
九
□
」
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左
辺
上
部
が
欠
損
し
、
上
端
部
は
少
し
腐
蝕
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
原
形
を
と

ど
め
る
。
「若
日
下
マ
足
石
」
は
人
名
で
、
伊
場
遺
跡
群
に
類
例
の
多
い

「郷

名

（「郷
」
字
は
省
略
）
十
人
名

（十
数
里皇
こ

の
付
札
と
み
ら
れ
る
。
若
日
下
部

は
伊
場
遺
跡
第
五
六
号
木
簡
に
も
み
え
る
。
「
マ
」
の
部
分
は
墨
が
完
全
に
流

出
し
、
浮
き
字
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。
「十
九
」
は
何
ら
か
の
数
量
で
、
そ
の

下
の
回
は
単
位
で
あ
ろ
う
。
簡
略
化
さ
れ
て
い
て
判
読
で
き
な
い
が
、
「東
」

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

東
前
遺
跡
が
あ
る
志
都
呂
町
は
、
古
代
敷
智
郡
衡
と
考
え
ら
れ
る
伊
場
遺
跡

群
か
ら
五
航
西
方
に
あ
り
、
『和
名
抄
』
に
み
え
る
小
文
郷
と
推
定
さ
れ
る
地

域
で
あ
る
。
最
初
の
二
文
字
の
郷
名
部
分
は

「中
寸
」
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
地
名
は
伊
場
遺
跡
の
北
側
に
あ
る
中
村
遺
跡
周
辺
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
や
や
距
離
が
あ
る
。
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
郡
衛
か
ら
離

れ
た
遺
跡
で
伊
場
遺
弥
群
出
土
木
簡
と
同
種
の
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
は
、
こ

の
地
に
郡
衛
機
能
を
代
行
す
る
有
力
な
村
が
存
在
し
た
か
、
あ
る
い
は
郡
行
の

出
先
機
関
の
よ
う
な
施
設
が
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
伊
場
遺
跡

群
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
古
代
の
敷
智
郡
の
実
態
を
考
え
る
上
で
、

新
た
な
重
要
史
料
の
出
現
と
評
価
で
き
よ
う
。
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